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１．大学の経営活動における本事業の位置づけ

【京都工芸繊維大学の理念】

京都工芸繊維大学は、遠く京都高等工芸学校及び京都蚕業講習所に端を発し、

時代の進展とともに百有余年にわたり発展を遂げてきた。本学は、伝統文化の源

である古都の風土の中で、知と美と技を探求する独自の学風を築きあげ、

学問 芸術 文化 産業に貢献する幾多の人材を輩出してきた 本学は 自主自律の学問、芸術、文化、産業に貢献する幾多の人材を輩出してきた。本学は、自主自律の

大学運営により国立大学法人として社会の負託に応えるべく、ここに理念を宣言する。

【地域貢献：抜粋】

地域における文化の継承と未来の産業の発展に貢献する

【中期目標：抜粋】

地域社会、産業界の要請に的確に対応できる教育研究活動の展開

【産学官連携ポリシー】

本学の理念に鑑み、地域社会との持続的な連携を行い、地域産業の活性化の

ために貢献します。（地域産業活性化）

２－１）産学官連携促進のための新たな取組 （京丹後地域活性化）

２．評価モデル構築事業の概要と成果

京丹後ものづくり連絡協議会
（今回のモデル）

産学連携共同研究推進体制
（従来）
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新たな取組：プロセス管理と成果管理
・プロセス管理指標（追加する指標）

（セミナー、研修、活性化プロジェクト、商

取り組み：
・セミナー/研修 ・科学技術相談 指

標
（ 、研修、活性 、商
品開発、理科教育イベント、・・・）
・成果管理指標（追加する指標）

（技術移転、特許、製品出荷額、雇用数、
インターンシップ数、・・・）

/
・知財研修 ・KITワークショップ
・包括協定 ・共同研究
・受託研究 ・川下りインターンシップ
等

標
化



～プロセス管理による産学官連携マネージメント～

INPUT OUTCOME

産 学 官 連 携 推 進 プ ロ セ ス
（プロセス管理指標）

研究業績
論文数 件 事業共同研究（25年度）包括協定

研修会
・組込ソフト

（ ）内は管理指標の目標値： →：実証事業の流れ →：他の事業の流れ

STEP1（出会い） STEP2（協議） STEP3（協同作業）
（成果管理指標）

（論文数３件/事業）
（特許数３件/事業）
（技術移転数２件/年）（株）A企業

共同研究（25年度）
・C型装置開発（25年度）

包括協定
[京丹後市、対企業]
（協定数＋1）

組込ソフト
・ものづくり人材育成

・知財
（各実施）

地域貢献

（地域活性化度（参 企

産学官連携セミナ－
・繊維セミナー
（実施）

事業経営・
技術相談
（相談数＋5）

他共同研究
・鍛造機械のモニタリング・
診断技術開発（26年度）
・バイオリソース活用発酵
食品開発（ 年度） （地域活性化度（参画企

業数５社））
（企業売上＋5％）

（雇用増大数+10人/年）
プロジェクト

・夕日ケ浦温泉活性化（26年度）

事業協力会
（会員数+５社）
（会費額＋25万）

京丹後キャンパス
イベント

・起業アイデアコンペ
（実施）

食品開発（27年度）

人材育成
（理科教室参加

夕日ケ浦温泉活性化（26年度）
・京丹後キャンパスでのPETリサ

イクル（26年度）
・地域医療福祉・工学連携モデ
ルケース構築（27年度）KITワークショップ

（3研究会）

（実施）

理科教育教室
おもしろ科学教室 （理科教室参加

小中学生数１００人/年）
（地元企業への

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ数２人/事業）

（3研究会）・おもしろ科学教室
・理科わくわく体験教室
・ロボット組立実習
（参加人数：１００人）

２－３） 京丹後ものづくり連絡協議会による事業実施体制

京都工芸繊維大学産学官連携推進本部 （本部長：副学長）

報告・意見

京都工芸繊維大
学

（事業推進）

（株）A企業

（共同研究）

京丹後ものづくり
連絡協議会（産学官）

（会長：副学長）
事務局

計画・指標値の見直し

フ

京都府織物機械
金属振興セン

タ

丹後機械工業

協同組合

コンソーシアム
事務局

【京都工芸繊維大学】
・モデル構築事業と
の連携・調整
・経費管理

モデル構築事業
（PDCAによるプロセス管理）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

ター
（地域公設試）

協同組合

（地域企業組合）

進捗状況報告

京丹後市（包括協定）

プロセス管理
ＰＤＣＡ評価委員会

（含外部委員）

指標の報告

評価

京丹後市（包括協定）
（含外部委員）

事 務 局 体 制事 務 局 体 制

研
究

産
学

事務部局産学官連携推進本部

財
務

調
達創造連携センター ４名

事業総括事業実施部局

産学連携モデル構築事業 サ究
推
進
課

学
連
携
推
進
室

務
課

達
検
収
室

創造連携 ンタ 名
センター長代理
産学官連携推進マネジメントコーディネータ
事務補佐員（２名）

産学連携モデル構築事業
における実質的な管理・運
営・調整業務及びモデル実
証事業の調整業務

サ
ポ
ー

ト

１８名１３名



２－４）実行スケジュール （計画時）
Ｈ２５年度

Ｈ２６年度 Ｈ２７年度
H25/９月 １０月 １１月 １２月 H26/１月 ２月 ３月

京丹後ものづくり連絡協議会／
ﾌﾟﾛｾｽ管理PDCA評価委員会
⇒ 産学連携推進本部

確認／修
正

⇒報告

確認／修
正

⇒報告
総括 総括 総括

研修会
組込ソフト ○ ○・組込ソフト
・ものづくり人材育成
・知財

○ ○

○

産学官連携セミナ－ ○

繊維 ○
プ
ロ
セ
ス
管
理

継続実施 継続実施

・繊維セミナー ○

京丹後キャンパスイベント ○

・起業アイデアコンペ ○

理科教育教室
理・おもしろ科学教室 ○ ○ ○

・理科わくわく体験教室 ○

・ロボット組立実習 ○

事業経営・技術相談 ○ 予定

包括協定 ＰＲ活動 ＰＲ活動 ＰＲ活動 ＰＲ活動包括協定
事業協力会

ＰＲ活動
勧誘活動

ＰＲ活動
勧誘活動

ＰＲ活動
勧誘活動

ＰＲ活動
勧誘活動

KITワークショップ 予定 予定 予定

成

研究業績 進捗確認 進捗確認 総括 総括

（論文数３件／事業） 1件 1件 1件
成
果
管
理
（共
同

（特許数３件／） 1件 1件 1件

地域貢献 進捗確認 進捗確認 総括 総括

（企業売上＋5％） + 5％

（雇用増大数+1人/年/事業
1人同

事
業
）

（雇用増大数 1人/年/事業
⇒+10人/年/地域）

+ 1人

人材育成 進捗確認 進捗確認 総括 総括

（地元企業へのｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ数 ２人/
事業）

1人 1人

２－５） プロセス管理進捗状況

●進捗状況 ： ほぼ計画通り進捗

INPUT OUTCOME
（ ）内::管理指標の目標値産 学 官 連 携 推 進 プ ロ セ ス

●進捗状況 ： ほぼ計画通り進捗

赤字は進捗率実績
（対計画）

包括協定研修会

STEP1（出会い） STEP2（協議） STEP3（協同作業）

【プロセス管理における指標】

【成果管理におけ
る指標】

100 ％

研究業績
※（論文数３件/事業）H25～27
※（特許数３件/事業）H25～27
（技術移転数２件/年）

共同研究（25年度）
・C型装置開発（25年度）

包括協定
[京丹後市、対企業]
（協定数＋1）

研修会
・組込ソフト
・ものづくり人材育成
・知財

（各実施） 事業経営・

100％
100 ％
(協定準
備中)

125％

モデル実証事業90％

地域貢献
（地域活性化度

（技術移転数２件/年）

事業協力会
（会員数 社）

産学官連携
セミナ－

・繊維セミナー
（実施）

事業経営
技術相談
（相談数＋5）

共同研究
・鍛造機械のモニタリング・
診断技術開発（26年度）
・バイオリソース活用発酵
食品開発（27年度）

100％

（参画企業数５社））
※（企業売上＋5％） H27
※（雇用増大数 +1人/年） H27

プロジェクト
・夕日ケ浦温泉活性化 （26年

KITワークショップ
（3研究会）

（会員数+５社）
（会費額＋25万）

京丹後キャンパスイ
ベント

・起業アイデアコンペ

（実施） 食品開発（27年度）

100％

100％（後
4社予定）

100％
(予定）

人材育成
（理科好きな小中学生数

１００人/年）
※（地元企業へのｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
数２人/事業） H26～27

・夕日ケ浦温泉活性化 （26年
度）
・京丹後キャンパスでのPETリ
サイクル （26年度）
・地域医療福祉・工学連携モ
デルケ ス構築 （ 年度）

起業アイデアコンペ
（実施）

理科教育教室
・おもしろ科学教室

企業訪問（追加）
（10社）

F ibili S d

130％

(予定）

130％

数２人/事業） H26～27デルケース構築 （27年度）・理科わくわく体験教室
・ロボット組立実習
（参加人数：１００人） ※は実証事業の指標

Feasibility Study
（追加）

（11件）（COC事業） 100％



３．構築した評価制度や制度改革の課題と今後の展望

①プ セス管理指標に いて （ 委員会/京丹後ものづくり連絡協議会 大学内部）

３－１） 提案モデルの評価・課題提起
①プロセス管理指標について （PDCA委員会/京丹後ものづくり連絡協議会、大学内部）

◆ 成果に直接繋がりにくいが、地域に身近な存在になる指標を検討すべき

◆ 「プロセス管理指標」 と 「成果管理指標」の因果関係が不明確

⇒ ﾌﾟﾛｾｽ指標と成果指標の因果律分析による地域連携としての

プロセス管理指標の有効性・新指標検討

②成果管理指標について （委員及び訪問地域企業からの提案）
◆ 「成果管理指標」とStep3の指標の因果関係分析必要

（Step3の共同研究/ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは細分化すべき）p
◆ 地域人材の育成を表す指標

（「地域が必要とする人材」にターゲットを絞った人材育成指標とすべき）
⇒ ・共同研究分類と成果指標との因果関係分析を実施

提案指標は新指標案として盛り込む予定・提案指標は新指標案として盛り込む予定

③大学制度の課題 （大学内部の意見）
◆ プロセス管理の思想が無く 結果としての成果を管理するのみで◆ プロセス管理の思想が無く、結果としての成果を管理するのみで、
単発的産学連携活動になっている

◆ 産学連携活動の効果検証がなされていない
◆ モデル推進には、仕組みだけでなく、教員に対するインセンティブが必要

9

推進 、仕組 け な 、教員 対す ィ 必要
（人事評価制度）

⇒ ・産学連携マネージメントシステムの構築
・人事評価制度

３－２）地域連携としてのプロセス管理指標の有効性、新指標検討

大学全体と京丹後市の共同研究､ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに関し、「ﾌﾟﾛｾｽ指標との相関解析」 を実施
＜結果＞ ・地域連携として有効なﾌﾟﾛｾｽ指標は包括協定関連と事業協力会関連

・新指標として、来場者数、HPｱｸｾｽ数、学会発表数、OB把握率を追加
（注） 京丹後の実績はデータ数が少なく、他の”地域”での有効性検証も必要

全体状況 京丹後地域状況 指標検討（委員会）全体状況 京丹後地域状況 指標検討（委員会）

STEP カテゴリー 設 問 集計
有効
性
集計

有効
性

委員会意見 指標候補
追加指
標

ｺﾝﾄﾛｰﾙ
可能性

STEP1 発信力
展示会・フェア・イベント等で知り合った 6 来場者数 ○ ×

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 出版物を見て研究にﾎ ﾑﾍ ｼ 、出版物を見て研究に
関心を持った企業から直接連絡あり

20 HPアクセス数 ○ ×

STEP1 研究シーズ
学会、論文、講演会、セミナーで
知り合った企業から直接連絡あり

68 ●
京丹後では企業規模、事業内
容から可能性は少ない

発表回数 ○ ×

包括協定を交わしている関係から 7 9 ●
京丹後市との協定でデザイン
系共同研究増

― 既 ○

STEP2 しくみ

系共同研究増

事業協力会の関係から 33 ● 8 ● 会員企業との共同研究が多い ― 既 ○

本学コーディネーターの関与 18 ― 既 ○

大学時代、前職の企業・知人からの
紹介 アプロ チ

20 検討中 ― ×

STEP2
人のつなが

り

紹介、アプローチ

相手先企業に就職している
本学卒業生からのつながり

46 ●
卒業生との人脈。京丹後企業
にはＯＢは少ない

ＯＢ把握率 ○ △

個人的付き合いのある企業、学会、
協会などの知人からの持ちかけ

36 ● 4 ● 検討中 ― ×

退官した先生からのつながり退官した先生からのつながり、
他の先生からの紹介など

18 3 検討中 ― ×

－

出身企業にアプローチ 9 ― ―

その他 公募事業に応募 6 ― ―

社会人博士コースに 1 ― ―

他機関 デ ネ タからの紹介他機関、コーディネータからの紹介 4 ― ―

合 計 292 24

◆全体状況（2010～2012年度） ◆京丹後市（2004～2013年度） ●相関の強い項目



３－３） 成果管理指標とﾌﾟﾛｾｽ管理指標との相関調査

京丹後市の企業 共同研究と実用化実績 （過去１０年間）
70
80 共同研究内容分類 （全学実績）

研究内容分類 件数 実用化・製品化

○○技術の開発・研究 ５件 ０件

京丹後市の企業 共同研究と実用化実績 （過去１０年間）

10
20
30
40
50
60

(件)

△△装置の開発 １件 １件

合 計 ６件 １件 （１７％）

0
調査 評価・分析 基礎研究

（○○技術

の研究）

△△装置

の開発

その他

2011年 2 8 72 5 8

2012年 10 9 68 7 5

京丹後市における共同研究の分類と成果指標に対する寄与度

174
（70%）

20
（8%）

合計
250件13 27 16計

2013年 1 10 34 8 3

京丹後市における共同研究の分類と成果指標に対する寄与度

研究業績

Step3 ﾌﾟﾛｾｽ管理指標 成果管理指標

地域貢献
（地域活性化度（参画企業数））

（論文数）（特許数 ）
（技術移転数 ）

共同研究/
プロジェクト

分類 17％

人材育成
地域の求める人材育成者数

（地域活性化度（参画企業数））
（企業売上 ）
（雇用増大数 ）

分類
１．調査研究
２．評価・分析研究
３．○○技術開発・研究
４．△△装置開発

17％
京丹後実績

⇒ 研究テーマ内容分類ごとに成果管理指標との相関性が異なる可能性あり
今後、研究内容分類と成果管理指標のデータ蓄積を図っていく

地域の求める人材育成者数

３－４） 地域の産学連携に関する大学内部の取組

①産学連携マネージメントシステムの構築
・ﾌﾟﾛｾｽ管理志向による推進
・効果検証のツールとして、産学連携ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの機能拡充効果検証のツ ルとして、産学連携ﾃ ﾀ ｽの機能拡充
・包括協定、事業協力会の積極的推進、
特に包括協定は自治体、大企業に、事業協力会は中小企業に特化

②人事評価制度②人事評価制度
・地域貢献活動を教員の評価制度に組み込む

産学連携データベースの改善産学連携データベースの改善

STEP1 STEP2 STEP3
OUTCOMEプロセス管理

科学技術相談情報

成果の実用化情報

製品化売上額情報

論文 学位情報他

受託研究情報

寄付金情報

共同研究情報
現 状

STEP1 STEP2 STEP3

包括協定情報

事業協力会情報

展示会情報

人材育成イベント情報

科学技術相談情報 論文、学位情報他

その他

将来構想

寄付金情報

助成金情報

科学研究費情報

知的財産情報

新規項目枠

人材育成イ ント情報

今回追加機能

知的財産情報

因 果 関 係 分 析 用 に 指 標 間 の リ ン ク



３－５） 今後の大学の産学連携

現 状 今 後

持続・継続型産学連携活動への転換単発型産学連携活動

現 状 今 後

成果に繋げるための
プロセス管理指標の仕組み導入 定着・プロセス管理への意識が薄

◆成果管理指標とともにプロセスも重視した考え方

プロセス管理指標の定着により、確実な成果を持続的に
実現することが可能

プロセス管理指標の仕組み導入・定着プロセス管理への意識が薄
く、成果に結びつきにくい

・結果としての成果を管理する
のみ

実現することが可能

◆定量的データに裏付けされた有効かつ効率的活動の実現◆定量的デ タ 裏付けされ 有効 効率的活動 実現
現有のデーターベースの機能追加により、
プロセス管理指標の因果関係データ蓄積/分析で見える化。
計画/実績/効果の定量的評価 管理

（追加機能 仕様決定：予算不足）
効果を十分把握しないまま

従来例を踏襲 （追 機能 仕様決定 予算不足）

◆教員業績評価制度改革 （2014年度より導入方向）
・地域貢献活動実績を評価基準に取り入れ マインドの変化
・地域からみて求められる研究テーマ、活動を志向

従来例を踏襲

究 、 動
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進捗状況 90％達成（2/末時点）

４．実証事業の対象となった共同研究成果

共同研究評価スケジュ ル 進捗 H25/９月 １０月 １１月 １２月 H26/１月 ２月 ３月 26年度 27年度

・進捗状況：90％達成（2/末時点）
・要素技術をﾌﾟﾛｾｽ管理指標としてPDCAプロセス管理することによりほぼ目標達成

共同研究評価スケジュール 進捗 H25/９月 １０月 １１月 １２月 H26/１月 ２月 ３月 26年度 27年度

指標種 PDCA評価委員会 確認/修正 確認/修正 総括 総括 総括

＜A要素技術開発＞ 進捗確認 進捗確認 進捗確認

A１検討：企業担当

プ

A２検討：工繊大担当 95％

A３検討：企業担当

A４検討：工繊大担当

＜B要素技術開発＞ 進捗確認 進捗確認 進捗確認プ
ロ
セ
ス
指
標

＜B要素技術開発＞ 進捗確認 進捗確認 進捗確認

B１検討：工繊大担当

B２検討：企業担当 85％

B３検討：共同担当

＜C型装置開発＞
進捗確認 進捗確認 進捗確認

C１検討：共同担当

C２検討：共同担当 90％

C３検討：共同担当

成
果
指

研究業績 進捗確認 進捗確認 進捗確認 進捗確認 総括

（論文数３件） 90％ １件 １件 １件
（特許数３件） １件 １件 １件
地域貢献 進捗確認 進捗確認 進捗確認 進捗確認 総括

指
標

地域貢献 進捗確認 進捗確認 進捗確認 進捗確認 総括
（企業売上 ＋5％） － ＋5％
（雇用増大数 +1人） ＋1人
人材育成 進捗確認 進捗確認 進捗確認 進捗確認 総括
（地元企業へのｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ数２人） － １人 １人



５－１） 新産学官連携評価モデル

５．本事業の成果（まとめ）

【プロセス管理における指標】 【成果管理に
おける指標】

） 新産学官連携評価
（因果関係分析、検討結果を反映しﾌﾟﾛｾｽ管理指標、成果管理指標項目追加）

研究業績
（論文数/事業）

STEP1（出会い） STEP2（協議） STEP3（協同作業）
おける指標】

STEP0（地域浸透）

包括協定
[京丹後市、対企業]

展示会、フェアー
（開催数、来場者数）

地域貢献

（特許数 /事業）
（技術移転数）

共同研究

出前授業
・おもしろ科学教室
・夏休み子供勉強会

（参加人数）

[京丹 市、 ]
（協定数）

事業協力会
（会員数）
（会費額）

（開催数、来場者数）

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、出版物、
メディア
（アクセス数）

地域貢献
（地域活性化度
：参画企業数）
（企業売上比率）
（雇用増大数）

（分類別研究数）

体験学習
・理科わくわく体験教室

（参加人数）

KITワークショップ

事業経営・技術相談
（相談・検討数）

論文発表、学会、
講演会活動
（発表回数）

研修会

人材育成
（地域の求める
人材育成者数）

共同プロジェクト
（分類別
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ数）

理科わくわく体験教室
・ロボット組立実習

（参加人数）

地域人材育成貢献

で地域に入り込む

KITワークショップ
（研究会数）

教員個別つながり
《先生、受入研究員、
前職、学会、協会》

研修会
・組込ソフト
・ものづくり人材育成
・知財
（開催数、参加者数）

人材育成者数）で地域に入り込む 前職、学会、協会》
（－－－）

卒業生経由
（OB把握率）

産学官連携セミナ－
・繊維セミナー
（開催数、来場者数）

京丹後キャンパス ・赤枠は新指標

15

COC事業
（ Feasibility Study 数）

京丹後キャンパス
イベント

・起業アイデアコンペ
（参加人数）

・（ ）内：指標

５－２） 地域の産学連携活動指標の概念

指標 構成

成果
究業績

指標の構成 大学の制度改革

成
果

研究業績
地域貢献
人材育成

人

果
管
理

共同研究
共同プロジェクト

事業協力会 包括協定

STEP3
（協同作業）

デ
ー

プ
ロ

人
事
評
価
制

地道な企業訪

人のつながり

事業協力会 包括協定

地域が必要な
研究シーズ

STEP2
（協議）

ー
タ
に
基
づ

ロ
セ
ス
管
理

制
度
・地
域地道な企業訪

問・技術相談

セミナー開催 HP、出版物
論文、学会、
講演会

卒業生経由
STEP1
（出会い）

づ
く

域
貢
献
度

地域と大学の身近な関係形成 （地域に入り込む）
子供への人材育成貢献 （出前授業 体験学習）

講演会

大
学
ブ

STEP0
（地域浸透）

子供への人材育成貢献 （出前授業・体験学習）
理科わくわく体験教室、おもしろ科学教室

ロボット組立実習、夏休み勉強指導 小中高生、先生、親

ブ
ラ
ン
ド

浸
透



ご清聴有難うございました！

2014.3.5

京都工芸繊維大学
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（付録） 学内外への周知
評価制度を学内外に浸透させるために行なった取組み

京丹後ものづくり協議会/PDCA委員会
実施ﾆｭｰｽ（＠大学ホームページ）出席者；京丹後市長、市職員、丹後機械協同組合、京都府織

物・機械金属振興ｾﾝﾀｰ、企業、京都工芸繊維大学副学長、
プ ジ クトメ バ 他

キックオフ大会（H25年10月15日：＠京丹後市）

プロジェクトメンバー、他

産 学 連 携 推 進 本 部 運 営 委 員 会 （＠大学内）

事 業 成 果 報 告 会 （H26 3月5日＠東京）




